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■ 論文要旨 ■ 

 

当社の主要事業である鉄道・バス事業の売上報告方式は，従来，各駅やバス営業所

において，月ごとに手集計されて規定の報告帳票に手書きされ，これをパンチ入力し

て，メインフレームでのバッチ処理となっていた． 

平成 12 年から『新会計プロジェクト』により，会計業務全般を見直した結果，

「会計情報の発生源入力が必須」との結論を得て，従来方式を改めるべく「日報シス

テム」を開発した． 

本システムは，汎用パソコンとバーコード入力方式を採用して，多種多様な鉄道・

バス・旅行商品などの売上報告を，毎日，簡易かつ確実に，パソコンに不慣れな係員

においても行えるように実現した．売上情報は，既存社内ネットワーク経由で，日々

サーバ機器に伝送される．また，汎用パソコンに見られがちな様々な障害に耐え得る

よう，データを複数媒体へ 2重書き込みするなどの対策を施した． 

結果，発生源から正確な会計情報が取得でき，審査・会計処理の効率化を実現した． 
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１．はじめに 
 １．１ 当社の概要  

当社は，名古屋市を中心として愛知，岐阜両県下にまたがる 502.5 キロの鉄軌道路線と

4,432 キロ(平成 14 年３月現在)の自動車（バス）路線をもち，傘下には運輸，流通，レジ

ャー，開発，情報・サービスの 5 分野で約 260 社におよぶ企業グループを形成する民営鉄

道会社である．中京圏における当社のシェアは，鉄道が約 35％，バスが約 24％に達してい

る．しかし，鉄軌道・自動車部門ともに輸送人員は，近年，減少傾向にあるが，都市交通

の役割を果たすべく，懸命な経営努力を重ねている． 

当社の鉄道・自動車以外の事業としては，土地建物事業，文化・レジャー事業，旅行業，

航空代理業がある． 

 

 １．２ 背景と目的  
当社の主要事業である鉄軌道・自動車事業の売上報告は，従来，各駅やバス営業所にお

いての係員の手作業と手書き帳票を基本としていた．鉄軌道・自動車事業の代表的売上商

品として，乗車券（きっぷ）があるが，通常，1 枚 1 枚に通し番号が振ってあり，毎日，

締切時の番号を「引継計算表」と呼ばれる管理帳表に記入し，前日締切時に記入した番号

との差を求め，単価を掛けることで売上高を算出していた．月末日には，こうして算出し

た日々の売上を１ヵ月分合計し，正式報告帳表である「営業管理月報」を作成していた． 

自動券売機などの駅務機器の中には，発券データの伝送が可能なものもあるが，当社で

は，磁気化されていない乗車券など駅務機器で取り扱えない商品も多く，また，現金の納

金報告や商品券などの回収報告を含め，手書き帳表に頼らざるを得なかった． 

このようにして，約 260 か所の営業拠点から集められた報告帳票は，チェック作業やパ

ンチ入力をして，メインフレームでのバッチ処理を行っていた．このため，コンピュータ

処理が行えるまでに，膨大な量の報告帳表の取り扱いや記入誤りの訂正作業，それに伴う

台帳類の整備の手間と事務作業は極めて煩雑なものであった． 

このような中で，平成 12年４月から，「会計業務の効率化」・「管理会計の高度化」を

目的とした全社的プロジェクトである『新会計プロジェクト』(New Accounting Project)

がスタートした．このプロジェクトでは，会計業務全般の現状を分析し，その問題点を摘

出，改革の方向性を策定した． 

その結果，目標を達成するためには「会計情報の発生源入力」が必須との結論を得て，

業務改革とともに新システム構築を実施することとした．この「会計情報の発生源入力」

とは，商取引が発生した場所から，迅速に正確な会計データを収集することであり，鉄軌

道・自動車事業の売上報告については，これまでの手作業・手書き帳票に代わる「日報シ

ステム」を開発することにした． 

 

２．日報システムの解説 
 ２．１ 日報システム概要  

日報システムとは，各駅やバス営業所において，これまで月次で収入確定・報告してい

たものを，会計情報の発生源入力により日次での収入確定・報告を行うためのものである． 
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 ２．２ 日報システム概要  
 ２．２．１ ハードウェア  

汎用ノート型パソコン（CPU:Celeron800MHz，メモリ:128MB，HDD:20GB），テンキー，バ

ーコードリーダー，コンパクトフラッシュメモリカード，プリンタ（既存駅務機器用のプ

リンタと共用あり），データ集計用サーバ機器 （写真１） 

 

 
写真１ 日報システム 

 

 ２．２．２ ソフトウェア  
Windows98 Second Edition， 

OfficePro95(Access95) 

OfficePro2000SR1+SP2(Word2000,Excel2000,PowerPoint2000,MS-IME2000)，ソフトウェ

ア配布管理・資産管理ソフトウェア，Internet Explorer 5.5 SP2，ウィルスバスター

Corp3，日報システムソフトウェア 

 

 ２．３ 導入部署と台数  
駅 180 駅・197 台，駅旅行センター11台，航空営業所 3台，自動車営業所 18 台，代売業

者 27台，沿線外センター2台，本社内 3台．全 244 箇所 261 台． 

上記以外にも営業報告のある箇所があるが，報告量や頻度が非常に少ないため，本シス

テムは設置せずに管理部署にて代行入力を行うこととし，その機能を持たせた． 

 

２ ．４ 教育  
窓口などでの操作担当者を対象に，４月から８月まで１回あたり２時間の集合教育を計

154 回実施し，延べ 1,428 人が受講した． 
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３．特徴 
 ３．１ パノラマスーパーネット（既存社内ネットワーク）への接続  

ネットワークへの接続は，日々の会計情報の伝送に必要不可欠であるが，加えて，本シ

ステムに必要なマスタ類やプログラムの更新情報をクライアントＰＣへ自動送付できるよ

うにした．ネットワークへの接続は伝送必要時に限り，通常操作はローカルで稼働させ，

ネットワーク負荷を軽減した． 

 

 ３．２ 汎用パソコンの使用  
従来，駅やバス営業所に導入してきた駅務機器は，特定機能に特化させた専用機がほと

んどであったが，本システムのクライアント機器には汎用パソコンを使用し，本システム

の利用以外に一般ＯＡ作業（ワープロ・表計算・電子メール・電子掲示板・など）の利用

を可能とした． 

 

 ３．３ バーコード入力方式の採用  
当社の発売商品を特定するには，商品種別のほか，出発駅，到着駅，大人・小児の区別，

などの情報を与えることが必要であり，コード化を行った結果，23 桁の非常に長い商品コ

ードとなった．このため，キーボードからのコード入力には問題があると判断し，バーコ

ード入力方式とした． 

  

写真２ バーコードブック 
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バーコードは，４分冊したバーコードブック（写真２）に全商品を掲載して配布をした．

バーコードブックは，新商品などの発売による改訂が必要なため，電子掲示板上にも最新

のバーコードブックを掲載することとした． 

また，バーコード入力は，商品の発売時だけに行うのではなく，払出（出庫）・受入

（入庫）業務においては商品と伴に送付される払出・受入表に印刷されたバーコードを読

み取ることで，正確に本システムに在庫情報が登録されるようにした． 

 

 ３．４ 障害対応  
発売情報や在庫情報は，クライアントＰＣ上のハードディスクに記録されるのみでなく，

同時にバックアップ用として装着したメモリカード（コンパクトフラッシュ）にも記録さ

れるようにした．これにより，ＰＣ本体が故障した場合，予備機に交換後，故障機で使用

していたメモリカードを装着することでデータの復旧が簡単に行える．また，メモリカー

ドには，過去 40 日分のデータを保存しているので，予備機に交換した場合でも過去のデー

タを参照できる． 

また，クライアントＰＣには，遠隔操作用のソフトウェアがインストールされており，

ヘルプデスク係員が各駅所のクライアントＰＣを遠隔で操作が可能であり，障害時の状況

把握や回復操作作業の効率化を図っている． 

 

４．機能 
本システムの中心機能としては，既存の駅務機器では取り扱わない全商品について，在

庫情報と発売情報の一元的な統合管理を行い，そのデータを集計用サーバ機器に送信する

ことである．以下に本システム機能のうち，代表的なものを紹介する．（写真３） 

 

 

写真３ メインメニュー 
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 ４．１ 発売関連業務・在庫管理業務機能  
商品の代表例である乗車券には通常一連の番号が印刷されており，その番号順に発売す

ることが求められている．本システムでは，商品の受入時に券番号を登録し，発売時にそ

の番号を確認できる機能を持つ． 

(1) 発売（写真４），払戻，廃札※１機能 

駅所での代表的業務であり，バーコード入力により，発売商品にあった入力項目をも

つ画面が開く． 

 

写真４ 発売登録 

(2) 払出（写真５），受入，返納※２機能 

商品の在庫管理業務である． 

 

写真５ 払出 
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 ４．２ 締切，納金業務  
通常各駅所においては，1 日に一回，締切を行い日々の売上を確定登録する．その際に

必要な業務機能である． 

(1) 納金（写真６） 

売上金の納金登録機能であり，現金は金種別の管理が可能となっている． 

 

写真６ 納金 

 

(2) 仮締，締切，過不足表示機能（写真７） 

締切時には商品の売上額と現金類の残高を照合でき，過不足情報が確認できる．締切

操作を実行するとサーバにデータ送信される． 

 

写真７ 締切 



 

- 11 - 

(3) 帳表印刷機能 

日次，旬次，月次において，それぞれ必要な帳表が自動印刷される 

 

 ４．３ 照会業務機能  
過不足金額の発生時や商品の探索，システム障害などの場合，各種の照会が必要となり，

システム内データの検索・表示ができる． 

(1) 在庫照会（写真８），受入確認，日計表照会（写真９）（ＰＣ内情報検索） 

各クライアントＰＣ上には，自駅所分の商品在庫情報と過去 40日分の発売情報を保有

しているので，必要な都度その情報の照会ができる． 

(2) 在庫照会，発売情報検索（システム内情報検索） 

各クライアントＰＣに存在しない他駅所の商品在庫情報や発売情報をサーバ機に Web

機能を使用して照会検索する機能をもつ． 

 

写真８ 在庫照会 
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写真９ 日計表照会 

 

 ４．４ 収入速報報告機能  
従来は，概算売上高を毎日，別途電話で連絡して速報として取り纏めていたが，日報シ

ステムの締切時に送信するデータを，収入速報に利用する機能を持たせた． 

 

５．効果 
これまで日次では「引継計算表」に売上報告を記入，更に旬次では旬合計を計算して記

入，月次で月合計を計算して記入した後，正式報告帳票である「営業管理月報」に転記を

していた．その上，他社連絡乗車券の発売などによる精算のための内訳表なども手書にて

作成していたが，日報システムの導入により，日次入力のみで報告は完結し，手書きの月

報作成が不要となり，作業が平準化・統一化された． 

各駅所における売上報告業務の工数を，日報システムとこれまでの手書き報告帳表作成

とで比較すると，月末日以外の通常日で約１/２，月末日では約１/20 となった．ここでい

う１工数とは，日報システムでは「バーコード読み取り・数量入力・登録」とし，これま

での手書き方式では「一つの欄に記入すること」とした．具体的には，日報システムでは，

商品の発売時点での登録のみで完結するのに対し，手書き方式では，日次で①商品ごとの

数量を記入，②商品ごとの売上を計算し記入，③１日の売上合計を計算し記入，更に月末

日には④１ヶ月分の売上計を計算し記入，⑤月次報告帳表に転記，を行っていたこととの

比較である．これを，作業時間に換算すると，大規模駅で 76 時間/月，その他の駅で 18時

間/月，全線ではおよそ 3,600 時間/月の削減効果となった． 

更に，後方処理において，手書き月報のパンチ入力が不要となったことでパンチ費用や

メインフレームの使用費用の削減も図られた． 

一方，これまでは「収入速報」と呼ばれる，日次での概算売上報告業務を各駅所から電

話連絡し，集約か所で手集計した後に端末入力という手順で実施していたが，日報システ
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ムの伝送データを利用する方式に変更した．これにより，各駅所での作業が不要となった

上に，翌日に売上実績値としてイントラネットにて公開することで，速報資料の印刷や配

布が不要となり，概算売上高としての精度も，従来は 97～98％であったものが 99.9％まで

向上した． 

各窓口の商品在庫情報を把握するには，従来は電話などで一つ一つの窓口に問合せを行

っていたため全窓口の在庫数量把握を行うには１～２日必要だったが，在庫情報を締切時

にデータ伝送し，Web を利用して公開することで，窓口・幹事駅※３・支配人室※４の単位で

の検索が瞬時に行えるようになった．これにより，ある窓口で商品が不足した場合の素早

い手配が可能となった．また，商品の適正な配布に役立てることができるようになった． 

 

６．今後の課題 
日報システムにより駅窓口などでの「会計情報の発生源入力」は達成されたが，いくつ

かの課題が見出された． 

 

 ６．１ 駅務機器のデータ連携  
新型の自動券売機など発売データをホストコンピュータに伝送している機器についても，

総発売額を日報システムに入力する必要があるため，入力ミスが発生する要因となってい

る．間違いを防ぎ，効率化を図るためデータ連携を図り，入力を省略できるようにする必

要がある． 

 

 ６．２ データ修正機能の操作性  
日次の締切業務後に誤入力が判明した場合，紙の訂正依頼書の提出を受けてサーバ側で

のデータ修正は可能だが，日報システム内部のデータが修正できないため，月末締切時も

修正前のデータで集計されてしまう．日報システムデータの修正方法について，運用面を

含めての検討が必要である． 

 

 ６．３ ネットワーク環境の強化  
既存ネットワークには ISDN 回線が多いため，回線使用料が増加している．ネットワーク

環境をより一層充実させ，コスト削減を図る必要がある． 

 

７．おわりに 
日報システムは，平成 14 年５月から順次稼動を開始してきたが，同年 10 月から全箇所

で本稼働した．現在では，初期的不具合はほぼ解消されており，新機能の拡張や更に使い

やすくするための調整作業を継続している． 

最後に新会計プロジェクトの推進と日報システムの構築にあたり，ご協力いただいた関

係各位に対し，深謝の意を表す次第である． 
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※記載されている製品名は，各社の商標及び登録商標です． 

 

 

※１ 廃札：汚損などで発売できなくなった乗車券を，売上を計上せずに在庫から減らすこ

と 

※２ 返納：通用期間終了後の商品を駅から本社などへ返却すること 

※３ 幹事駅：一般駅を統括する管理駅 

※４ 支配人室：３～４幹事駅を統括する管理部署 

 


